
10.14［金］–12.11［日］
2022.

松江歴史館 企画展示室
【開館時間】 9:00 –17:00（観覧受付は16：30まで）
※オープニングセレモニーのため、10/14（金）のみ展示室は10時開場
【休館日】 毎週月曜日
【観覧料】 大人600円（480円）小・中学生300円（240円）
※ 高校・大学・専門学校等に通う学生は学生証の提示で団体料金。
　 基本展示室とのセット券の料金は大人880円（700円）、小・中学生440円（350円）

主催/松江歴史館　
後援/島根県、島根県教育委員会、朝日新聞松江総局、産経
新聞社、日本経済新聞社松江支局、毎日新聞松江支局、読売
新聞松江支局、中国新聞社、山陰中央新報社、島根日日新聞
社、新日本海新聞社、共同通信社松江支局、時事通信社松江
支局、ＮＨＫ松江放送局、ＴＳＫさんいん中央テレビ、ＢＳＳ
山陰放送、日本海テレビ、山陰ケーブルビジョン、エフエム山陰

〒690-0887 島根県松江市殿町279番地  
TEL0852-32-1607  FAX0852-32-1611
https://www.matsu-reki.jp/

古天神古墳出土品 おもな副葬品 
古天神古墳、東京国立博物館・島根大学法文学部考古学研究室蔵
Image： TNM Image Archives
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―田和山・神後田から国府・国分寺へ―

特別展

Special Exhibition
Matsue, the Center of Ancient Izumo

令和4年度 地域ゆかりの文化資産を
活用した展覧会支援事業

た わ やま じ ご で
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最新の情報は松江歴史館のホームページにてご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の影響により展示・イベントの予定を変更する場合があります。

https://www.matsu- reki.jp/

JR松江駅より13分
「大手前堀川遊覧船乗場・歴史館前」
下車徒歩3分

市内交通バス

交通アクセス

JR松江駅より9分
「県民会館前」下車徒歩5分
JR松江駅より15分

「塩見縄手」下車徒歩1分
※ 各空港よりJR松江駅まで連絡バスが運行しております。
　 出雲空港（35分）／米子空港（45分）

●出雲空港へ 東京（羽田）90分、大阪（伊丹）60分
 福岡70分、名古屋（小牧）70分
 静岡90分、仙台120分
●米子空港へ 東京（羽田）80分

〒690-0887 島根県松江市殿町279番地  
TEL 0852-32-1607  FAX0852-32-1611

Facebook、Twitter、Instagramで最新情報を配信中

E-mail rekishi1607@mable.ne.jp

●山陰道（松江西ICから県庁・松江城方面10分）
●松江歴史館専用駐車場あり（徒歩1分、12台、無料）
●当館敷地内に身障者専用駐車場あり

自動車

飛行機
ぐるっと松江
レイクライン

一般路線バス

9.10（土）-1.15（日）
2023.2022.

まつえの
秋の古代展
スタンプラリー

「松江歴史館」「八雲立つ風土記の丘」「出雲玉作資
料館」「鹿島歴史民俗資料館」の4館を観覧した方に
は景品をプレゼント。 ※スタンプの設置期間は各館で
異なります。松江歴史館は10/14スタート。
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関連イベント

古代出雲の中心地・松江出雲東部の一体化と意宇の中枢化
―山代二子塚古墳の出現

古代出雲の芽生え
―古墳の出現と大型化

弥生文化の到来
プロローグ

【島根県指定文化財】古浦砂丘遺跡出土品
古浦砂丘遺跡、松江市蔵

軒丸瓦
山代郷南新造院（四王寺）跡、島根県埋蔵文化財調査センター蔵

【国指定史跡】田和山・神後田遺跡
松江市乃白町他、同志社大学文化遺産情報科学調査研究センター撮影

土馬
大井窯関連遺跡、松江市蔵

【国指定史跡】山代二子塚
松江市山代町

【国指定史跡】出雲国府跡
松江市大草町・山代町・竹矢町

弥生文化の浸透
―田和山・神後田遺跡とその周辺

第2章第1章

エピローグ第３章

【松江市指定文化財】木製琴
前田遺跡、松江市蔵

【松江市指定文化財】子持𤭯
増福寺20号墳、松江市蔵

【島根県指定文化財】壺、高坏、甕
田和山遺跡、松江市蔵

記念講演会

会場：松江歴史館  歴史の指南所
日時：10月23日(日) 14：00-15：30
講師：岩本 崇 氏

(島根大学法文学部考古学研究室 准教授)

定員60名
（先着順）
要申込

会場：松江歴史館  歴史の指南所
日時：11月19日(土) 14：00-15：00
講師：三宅 和子 氏(松江市埋蔵文化財調査課 学芸員)

定員60名
（先着順）
要申込

無料

古墳時代の墓制と出雲型石棺式石室
─古天神古墳の築造背景と意義─

弥生時代の松江橋南地域
─田和山・神後田遺跡から─

特別展

Special Exhibition
Matsue, the Center of Ancient Izumo

10.14［金］–12.11［日］2022.

松江歴史館 企画展示室

松江市南部にある田和山遺跡は、弥生時代

のまつりの場と考えられる山頂のわずかな

空間を、三重の堀で囲んだ巨大な遺跡で

す。その付近から集落を堀で囲んだ神後田

遺跡が発見されました。古墳時代になると

意宇の地と呼ぶ松江市南郊には県内最大

の山代二子塚古墳など多数の古墳が集中し

て築かれ、やがて出雲国の中心地として国

府や国分寺が整備されていったのです。

本展では、松江市南郊から出土した遺物を

中心に紹介し、弥生時代前期末から中期初

頭に田和山遺跡と神後田遺跡が出現して以

降、意宇の地が古代出雲の中心地となって

いく様子をたどります。
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